
                

  

６月１１日（金）の学級活動では「いじめに関する熟議」を行いました。「いじめをおこ

さないために私たちがしなければいけないこと」をテーマに、学級委員を中心に学級ごとに

話し合いを行いました。いじめの定義は次の通りです。 

何をいじめととらえるかは人それぞれですが、「自分がされたら嫌だと思うことは人に対

してしない」「相手の気持ちを想像して行動する」ことで、いじめをゼロにすることは難し

くても、減らすことはできると思います。班での話し合いが中心でしたが、その様子を見て

いて、一人一人が真剣に考えることができたと感じました。個人の考えは、班、学級で共有

し、学級のアクションプランを完成させましたので、今後、確実に実行してほしいと思いま

す。話し合いの内容などについてご家庭でも話題にしていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2021年６月１８日 

 

文責 八島 裕子 

県北中学校 

第１学年だより 

Ｎｏ．１２ 一人一人の個性とよさ

が輝く学年に！ 

「いじめ」とは、児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該生徒を一定の人

的関係にある児童生徒が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われる

ものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているものをいう。 

１年２組アクションプラン 

先生に相談する・いじめをしない 

いじめられている人を守る 

 

１年１組アクションプラン 

１人１人が話し合える場の雰囲気をつくる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日６月１９日（土）に

第１回ＰＴＡ親子奉仕作

業を実施します。雨天が予

想 さ れ

ますので、校内の作業にな

ってもよいように、雑巾、

新聞紙もご準備ください。

よろしくお願いします。 

 
６月２１日（月） 

１ 月１  

２ 月２  

３ 月３  

４ 月４  

５ 月５  

６ 月６  

短縮時程 給食あり 簡単清掃 部活なし 

 

６月２２日（火） 

１ 火１  

２ 火２  

３ 火３  

４ 火４  

５ 火５  

６ 火６  

普通時程 給食あり 簡単清掃 部活なし 

 

６月２３日（水） 

１ 社会  

２ 国語  

３ 数学  

４ 英語  

５ 理科  

６   

テスト時程 給食あり 簡単清掃 部活あり 

 

６月２４日（木） 

１ 木１  

２ 木２  

３ 木３  

４ 木４  

５ 木５  

６ 木６  

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

 

６月２５日（金） 

１ 金１  

２ 金２  

３ 金３  

４ 金４  

５ 金５  

６   

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

・ＳＳＷ来校 

・完全下校１８：３０ 

・完全下校１７：４５ 

 

・学年会 

・完全下校１５：２０ 

 

・SC来校 

・完全下校１５：５0 

・期末テスト 

・生徒会専門委員会 

・完全下校１８：３０ 

いじめがこれから起こらないように、今回のいじめ

熟議を通してみんなで工夫して生活していきたいで

す。注意し合う、相談し合う、協力し合うことをがん

ばっていきたいです。 

永井凛奈さん 

あまり、いじめについて深く考えていなかったけ

ど、今回「いじめ」について考えて、どのようなこと

がいじめになるのか考えながら生活していきたいで

す。いじめをしないようにしたいです。 

髙橋絢音さん 

嫌がらせを始める人も悪くて、嫌がらせを進めよ

うとする人も悪くて、「自分は関係ない」と思って

見て見ぬふりをしている人も悪いとわかった。いじ

めを見たり、いじめだと思ったりしたら、見過ごさ

ないで、先生を呼びに行ったり、止めに入るなどし

ようと思います。 

八嶋あかねさん 

改めて、いじめは、するのも、周りではやし立て

るのも、見て見ぬふりをするのもだめだと思った。

私は、もしいじめを目撃したたら、何とかしようと

する人になりたい。いじめは、相手に嫌なところが

あって起きたりすると思うので、そうなる前に、こ

こが嫌だと思ったら、逆によいところを見つけて、

認め合える関係になるとよいと思った。 

南 桃夏さん 



 


